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月号

今月の主な記事 住 民 の 動 き
令和４年10月末現在（　）内は前月比

11

人　口	 35,570人	（＋31） 15歳未満	 5,176人	（＋14）

65歳以上	 9,074人	（±０）

平均年齢	 44.6歳

　男	 17,172人	（＋24）

　女	 18,398人	（＋７）

世帯数	 15,247戸	（＋20）

勝瑞1522フェスティバル開催勝瑞1522フェスティバル開催

　10月22日に、勝瑞城館跡で勝瑞1522フェスティバルを開催し、弓術演武や狂言の公演を行いました。あいずみスマイリー
マルシェも同時開催し、会場には大勢の方々が訪れました。
　弓術演武では、矢を放って魔物を退散させる「蟇目の儀」と、豊作などを祈願する「百々手式」が披露されました。演武での厳
かな所作と雰囲気に、来場者の皆さんも足を止めて真剣に見入っていました。
　狂言では、狂言が体験できるワークショップや「わろてな！狂言クラブ」の受講生による発表会が行われた後、「柿山伏」・「附子」
の演目が披露されました。来場者の皆さんも、野外で竹あかりにライトアップされた、いつもと違う雰囲気の狂言を楽しんで
いました。
　勝瑞1522関連行事は、11月にも記念講演やシンポジウムを開催します。皆さんのご参加をお待ちしています（詳細は15ページ）。
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　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に
対し、1世帯当たり5万円を支給します。対象と思われる世帯に、順次郵送で案内しますので、書類が届きま
したら、必要事項を記入の上、ご返送ください。

※�次に該当する世帯については、申請が必要となります。申請期間や申請書様式など詳細が決まりましたら、
随時公表しますので、今しばらくお待ちください。

　〇令和４年度住民税均等割非課税かつ令和４年１月２日以降に藍住町へ転入された方を含む世帯
　〇予期せず令和4年1月以降の収入が減少し、住民税非課税水準以下となる世帯（家計急変世帯）

問 政策推進室（☎637・3124）

令和5年度令和5年度
町立幼稚園入園児募集町立幼稚園入園児募集

令和5年度令和5年度
保育所（園）入所児童募集保育所（園）入所児童募集

　令和５年度　町立幼稚園への入園申込みの受付
を行います。
該 当 児　�平成29年４月２日から�

平成31年４月１日に生まれた幼児
受付期間　11月28日（月）～12月２日（金）
受付時間　午前９時～午後５時30分
通園区域　小学校区と同じ
申込方法　�『入園願書兼施設型給付費等支給認定

書』に記入し、必要な書類を添付して入
園を希望する幼稚園へ提出してください。

　　　　　※�預かり保育希望者は、『子育てのための施
設等利用給付認定・変更申請書』の提出
が必要です。

幼 稚 園 名 所　在　地 電 話 番 号
藍住北幼稚園 住吉字乾1 692･3841
藍住南幼稚園 奥野字猪熊89-1 692･3843
藍住西幼稚園 富吉字地神79 692･7855
藍住東幼稚園 勝瑞字成長65 641･2210

※�入園願書を提出された方は、該当幼稚園で面接を実施
します。

面接日時　12月12日（月）～ 15日（木）午後２時～４時
※受付時にご希望の面接日時を申し込んでいただきます。
 �（�なお、希望者多数の場合は、ご希望に沿えないこと
がありますので、ご了承ください。）
※�面接時に、保育用品の申込みをしていただきます。詳細
は該当幼稚園にお問い合わせください。

問 教育委員会（☎637・3128）

　4月から入所を希望する児童の申込受付を行います。
対象児童　�本町に住民登録し、現に保護者ととも

に本町に居住している児童で、保護者
の就労や疾病等により「保育所等での保
育を必要とする理由」に該当する生後８
週から５歳児の児童（施設によって対象
年齢が異なります）

募集保育所（園）
町立中央保育所、藍住ひまわり保育園、あいずみ保
育園、藍住あおば保育園、ニチイキッズあいずみ北保
育園、藍住ゆめあい保育園、社会医療法人凌雲会ち
びっこ園、藍住南ひまわり保育園、認可保育園おひさ
ま、ニチイキッズあいずみさかふじ保育園、あいあい
保育園
受付期間　12月１日（木）～９日（金）※土・日除く
受付時間　午前９時～午後５時
受付場所　役場住民相談室（福祉課隣）
※�受付期間後も、二次選考分として随時受付は行いま
すが、各保育所(園)の定員により希望保育所(園）へ
の入所ができない場合があります。
　入所申込案内や入所申込等に必要な書類は、募
集保育所（園）、福祉課に備えています。詳細は入
所申込案内をご覧ください。（11月15日（火）から配
布します）
　継続入所を希望の児童については、現在通所中
の保育所（園）を通じて保護者の方へ届出書等をお
渡しします。

問 福祉課（☎637・3114）

電力・ガス・食料品等電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金のご案内価格高騰緊急支援給付金のご案内



No 946 ■ 広報あいずみ3

　マイナポイント第２弾では、最大２０，０００円相当のポイントがもらえます。
※未成年者は法定代理人（父・母等の親権者等）のキャッシュレス決済サービスで申し込むことができます。

　住民課では、写真の撮影から申請までサポートしています。
　お気軽にお問い合わせください。
必要な物　マイナンバーカード交付申請書
※交付申請書を再発行する場合は、本人確認書類（運転免許証等）が必要です。
※�住民課前で、マイナポイントの手続をお手伝いしています。混雑の状況
により、お待ちいただく場合もありますので、ご注意ください。

ソフトバンク・ドコモ・auの携帯ショップでマイナンバーカードの申請ができます！
　令和５年３月末まで、全国の携帯ショップでマイナンバーカードの申請サポートをしています（全て無料）。

必要な物　マイナンバーカード交付申請書
※交付申請書やスマートフォンをお持ちでない方も申請可能です。
※契約している携帯ショップ以外でも申請できます。

問 住民課 (☎637・3112)

マイナポイント第２弾の対象となるマイナンバーカードの申請期限がマイナポイント第２弾の対象となるマイナンバーカードの申請期限が
令和４年12月末に延長となりました！！令和４年12月末に延長となりました！！

まだ間に合う！ マイナポイント第２弾！！

新型コロナワクチンの追加接種新型コロナワクチンの追加接種
（オミクロン株対応ワクチン）に関するお知らせ（オミクロン株対応ワクチン）に関するお知らせ
　予防接種関連法の改正により、オミクロン株対応ワクチンの接種間隔が3か月に短縮されました。
　　　（接種対象者）　初回接種（1・2回目）を完了した12歳以上の方で、前回の接種日から3か月を経過した方
　　　　　　　　　　※オミクロン株対応ワクチンは、1人につき1回のみ接種可能
（使用するワクチン）　ファイザー社製及びモデルナ社製のオミクロン株対応ワクチン
　　　　　　　　　　※12歳から17歳までの方はファイザー社製のみ接種可能
　（接種券について）　2・3・4回目接種日から３か月を経過する頃に送付します。
　　　　　　　　　　�なお、初回接種（１・２回目）は、薬事承認申請の状況から、今後も従来型ワクチンでの接

種となります。すでにお送りしている接種券で接種可能です。
　　　　　　　　　　�接種がお済みでない方は、年内での接種完了を�

ご検討ください。
　　　　〈注意事項〉　紛失された方は再発行の手続が必要です。
　　　　　　　　　　�転入されてきた方は、保健センターで転入に伴う�

手続が必要です。

　　　　　　　　　　�この情報は、令和4年10月21日時点の情報です。�
国の方針により、今後変更する可能性があります
のでご了承ください。

問 接種の予約・相談に関すること
　　　郡新型コロナワクチン予約・相談センター（年末年始を除く）　（☎624・9833）
　　　町コロナワクチン特設予約センター（12月15日まで）　（☎676・4722）
　　接種券の発行に関すること
　　　町新型コロナウイルス感染症対策室（☎637・3132、☎692・8658）

生後６か月から４歳のお子さんも
新型コロナワクチンの接種対象と
なりました。
接種対象者の方には接種券をお送
りしています。
詳細は、同封しているパンフレット
をご覧ください。
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　令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式として適格請求書等保存方式（インボイス制度）が実施さ
れます。
　事業者の皆さんには、インボイス制度について理解を深めていただき、インボイス制度の実施に向けて必要な
準備を進めていただくため、インボイス制度説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。

説明会の名称 開 催 日 時 内　　　容 定  員
インボイス制度説明会
（消費税の仕組みから知りたい方向け）

11月25日(金)
午前10時30分～正午

鳴門税務署　大会議室
鳴門市撫養町南浜字東浜39番地3 24人

インボイス制度説明会
（登録申請相談会）

11月25日(金)
午後１時30分～３時

インボイス制度説明会
（消費税の仕組みから知りたい方向け）

12月21日(水)
午前10時30分～正午

インボイス制度説明会
（登録申請相談会）

12月21日(水)
午後１時30分～３時

問
 
鳴門税務署　法人課税第１部門 （☎６８５・４１０１（代表）内線２２）

　　代表電話にお問い合わせいただく際は、自動音声案内に沿って｢２｣を選択してください。

　　登録申請相談会については、説明会終了後、登録申請を希望される方を対象に申請手続のサポートを行います。
　　詳細は、お申込みの際に税務署職員にお問い合わせください。
　　○会場収容人数の都合上、事前予約制としますので、事前にお問合せ先まで申込みをお願いします。

鳴門税務署からのお知らせ 消費税インボイス制度説明会について

税務課（☎637・3117）

　町は、税の公平性を確保し、納税者
の信頼を守るため、県と県下市町村で
連携し徴収を強化します。
○期間中は、財産調査や差押処分の実施な
どを強化し、多様な徴収対策を実施します。
○納付できない特別の事情がある方は、必ず
納税相談にお越しください。
○税金は、皆さんの健康や安全を守り、快適
なまちづくりのための大切な財源です。納
期限内に納税を済ませましょう。

県税・市町村税
県下一斉

徴収強化月間
11月 12月滞納

すマ第14-143号

納
滞
の
税STOP

滞 納！

今　月　の　納　税　・　納　付
町税・保険料 納期限 【クレジットカード納付はこちら】

　右の二次元コードから
　「藍住町税納付サイト」に
　アクセスしてください。

① 固定資産税 ４期

11月30日（水）国民健康保険税 ５期
② 介護保険料 ５期
③ 後期高齢者医療保険料 ４期
・�口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。
・�口座振替契約を解除するには、解約手続が必要です。転出・婚姻等、世帯状況に異動があった場合でも、自動
的に解約となりませんのでご注意ください。
・�納期限を経過しておらず納付額が１件当たり30万円以下の納付書については、コンビニエンスストアでも納付
が可能です。また、スマートフォン決済アプリ「PayPay」「LINE Pay」、クレジットカード（①のみ）でも納付書
のバーコードを読み取ることで納付が可能です。
・ PayPay・LINE Payの操作方法等、詳細は各アプリ事業者の
　ホームページ等をご覧ください。
※納付方法についての詳細は、町ホームページをご覧ください。

藍住町税納付サイト

LINE Pay
ホームページ

PayPay
ホームページ

　　 ①に関すること　税　務　課（☎６３７・３１１７）　　②に関すること　介護保険室（☎６３７・３３１１）
　　 ③に関すること　健康推進課（☎６３７・３１１５）
問



◦◦◦◦◦ 障害者控除対象者認定書の交付 ◦◦◦◦◦
　65歳以上で要介護認定を受けている方又はその親族が、所得税、町県民税の申告の際に、障害者控除を受け
られる「障害者控除対象者認定書」を交付します。
対　象　者　�障害者控除を受けようとする年の12月31日現在(対象年中に死亡された場合は死亡日現在)、�

次の①、②の要件を満たしている方
①65歳以上の方で、町の要介護認定を受けている方（注1）
②�要介護認定審査時の「主治医意見書」又は「認定調査票」の「日常生活自立度」欄に、該当する項目の�
記載がある方（注2）
※転入して6 か月未満である場合は交付の対象になりません。（注3 ）
（注1） 要支援1 、要支援2 の方は該当しません。
（注2） 要介護1 以上であっても交付対象にならない場合があります。
（注3） �転入後に、町の介護保険制度に基づく再判定を受けた場合は、交付の申請をすることができます。
(注4） �この認定書は、対象年の12月31日現在に基づき認定したものです。対象年の12月31日より

前に認定書を申請した場合は、申請日現在の状態に基づき認定書を交付したものであって、
交付日以降の状態を証明するものではありません。

申 請 手 続　本人又は親族が交付申請書を介護保険室まで提出してください。
※交付申請書は介護保険室窓口に備えているほか、町ホームページからダウンロードできます。
申請に必要なもの　・申請者の本人確認ができるもの（マイナンバーカードなど顔写真のあるもの）
　　　　　　　　　・対象者の印鑑(申請者と対象者が異なる場合)及び介護保険被保険者証
　　　　　　　　　・親族が申請する場合は、申請書への本人の同意の記載
申請の必要がない場合 　①�既に同程度の障害区分に該当する「身体障害者手帳」等(所得税法等で規定する手帳等)

をお持ちの方(手帳の提示により障害者控除を受けられます。)
　　　　　　　　 　②本人、扶養者が所得税、町県民税のいずれも非課税の場合
申・問  介護保険室（☎637・3311）
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　　 ハ～イこくねんです！
　　納めた国民年金保険料は　　納めた国民年金保険料は

全額が社会保険料控除の対象です全額が社会保険料控除の対象です
　日本年金機構から、「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」が対象者宛に発送されますので、
届いたら大切に保管し、年末調整や確定申告の際
に使用してください。

発送時期 対　象　者

令和４年
11月上旬

令和４年１月１日から９月30日までの間
に国民年金保険料を納付された方

令和５年
２月上旬

令和４年10月１日から12月31日までの間
に国民年金保険料を納付された方

　税法上とても有利な国民年金制度は、老後はも
ちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方
となる制度です。保険料は納め忘れのないようき
ちんと納めましょう。

問 徳島北年金事務所（☎655・0200）
　　町住民課（☎637・3113）

◆受診券は、黄緑色の封筒でお送りしています。
対 象 者　40歳から74歳までの
　　　　　国民健康保険加入者
実施期間　令和５年1月末まで
注)�国民健康保険加入者以外の

方の特定健診は、各保険者
へお問い合わせください。

問 特定健診受診券に関すること
　　　健康推進課（☎637・3115）
　　健診結果説明及び特定保健指導に関すること
　　　保健センター（☎692・8658）

国民健康保険加入者の皆さんへ

診 心受 安

特 定 健 診



No 946広報あいずみ ■ 6

国保税
657,269,238円
（18.6%）県支出金

2,467,020,752円
（69.6%）

繰入金 291,537,700円（8.2%）

繰越金 119,604,121円（3.4%） その他　7,480,979円（0.2%）

保険給付費
2,433,581,488円
（72.2%）

その他　3,598,453円（0.1%）

国保事業費納付金
　871,139,736円（25.8%）

保健事業費　30,319,594円（0.9%）

歳 入
3,542,912,790円

3,371,000,663円
歳 出

総務費　32,361,392円
（1.0%）

総務費　29,684,529円（1.1%）

地域支援事業費
94,135,646円（3.5%）

諸支出金　82,652,822円（3.0%）

介護保険料
722,132,100円（25.6%）

介護認定審査会費
34,858,722円（1.3%）

分担金及び負担金
20,660,510円（0.7%）

国庫支出金
514,678,000円
（18.3%）

歳 入
2,815,634,042円

2,715,222,949円
歳 出

支払基金交付金
693,148,508円（24.6%）
支払基金交付金

693,148,508円（24.6%）

保険給付費
2,473,891,230円（91.1%）

保険給付費
2,473,891,230円（91.1%）

県支出金
354,486,787円
（12.6%）

繰入金
427,094,000円
（15.2%）

繰越金・その他
83,434,137円（3.0%）

諸収入
786,700円（0.2%）

総務費
2,503,107円（0.6%）

使用料及び手数料
14,800円（0.0%）

繰入金
87,098,107円（21.7%）

繰越金
12,065,348円（3.0%）

諸支出金
770,200円（0.2%）

歳 入
401,249,955円

389,547,185円
歳 出

後期高齢者医療保険料
301,285,000円（75.1%）

後期高齢者医療広域連合納付金
386,273,878円（99.2%）

令和3年度　特別会計決算状況

後期高齢者医療事業
実質収支に関する調書

区　　　　分 金　　　額
1. 歳 入 総 額 401,249,955円
2. 歳 出 総 額 389,547,185円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 11,702,770円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 11,702,770円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円

国民健康保険事業

※構成比（％）は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはなりません。

令和３年度１人当たりの医療費

402,310円

介 護 保 険 事 業
実質収支に関する調書

区　　　　分 金　　　額
1. 歳 入 総 額 2,815,634,042円
2. 歳 出 総 額 2,715,222,949円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 100,411,093円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 100,411,093円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円

令和3年度サービス受給者1人当たりの介護保険給付費
種　類

居宅 地域密着 施設
1,316,777円 2,794,436円 3,592,397円 

実質収支に関する調書
区　　　　分 金　　　額

1. 歳 入 総 額 3,542,912,790円
2. 歳 出 総 額 3,371,000,663円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 171,912,127円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 171,912,127円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円
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歳 入
9,374,870円

予防給付費収入
9,374,870円（100.0%）

歳 出
9,374,870円

介護予防サービス事業費
9,374,870円（100.0%）

実質収支に関する調書
区　　　　分 金　　　額

1. 歳 入 総 額 9,374,870円
2. 歳 出 総 額 9,374,870円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 0円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 0円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円

介護サービス事業（地域包括支援）

分担金収益
10,941,952円
（2.2％）

分担金収益
10,941,952円
（2.2％）
受託工事収益
9,061,000円
（1.8％）

受託工事収益
9,061,000円
（1.8％）

その他営業収益　1,274,200円（0.3％）その他営業収益　1,274,200円（0.3％） 営業外収益
18,154,793円（3.7％）
営業外収益
18,154,793円（3.7％）

原水及び浄水費
83,919,588円（18.5％）
原水及び浄水費
83,919,588円（18.5％）

配水及び給水費
124,737,787円（27.5％）
配水及び給水費
124,737,787円（27.5％）

受託工事費　10,100,820円（2.2％）受託工事費　10,100,820円（2.2％）

減価償却費
155,188,175円
（34.2％）

減価償却費
155,188,175円
（34.2％）

総係費
71,894,066円（15.8％）
総係費
71,894,066円（15.8％）

資産減耗費
2,567,471円（0.6％）
資産減耗費
2,567,471円（0.6％）

企業債
350,000,000円
（98.6％）

企業債
350,000,000円
（98.6％）

他会計負担金
0円（0.0％）
他会計負担金
0円（0.0％）

給水収益 455,763,940円（92.0％）給水収益 455,763,940円（92.0％）

工事負担金
5,014,559円（1.4％）
工事負担金
5,014,559円（1.4％）

収益的収支の内訳

資本的収支の内訳

収益的収入（税抜）
495,195,885円

収益的支出（税抜）
453,724,791円

資本的収入（税抜）
355,014,559円

資本的支出（税抜）
665,428,017円

給水設備工事
634,540円（0.1％）
給水設備工事
634,540円（0.1％）

企業債
63,045,453円
（9.5％）

企業債
63,045,453円
（9.5％） 原水及び浄水設備工事

452,873,272円（68.1％）
原水及び浄水設備工事
452,873,272円（68.1％）

配水設備工事
75,053,752円
（11.3％）

配水設備工事
75,053,752円
（11.3％）

特別損失　151,514円（0.0％）特別損失　151,514円（0.0％）
営業外費用　5,165,370円（1.1％）営業外費用　5,165,370円（1.1％）

固定資産取得費
73,821,000円（11.1％）
固定資産取得費
73,821,000円（11.1％）

水　 道　 事　 業

給水人口 35,356人 給水戸数 11,964戸 年間総配水量 4,995,100ｔ 有　収　率 85.9％

その他の営業収益
44,600円（0.0％）
その他の営業収益
44,600円（0.0％）

特別利益　0円（0.0％）特別利益　0円（0.0％） 下水道使用料 81,024,632円
　　　　　　（26.0％）
下水道使用料 81,024,632円
　　　　　　（26.0％）

管渠費
69,880,255円（29.3％）
管渠費
69,880,255円（29.3％）

業務費
2,213,273円（0.9％）
業務費
2,213,273円（0.9％）

総係費
17,689,704円（7.4％）
総係費
17,689,704円（7.4％）

営業外費用
41,187,149円
（17.3％）

営業外費用
41,187,149円
（17.3％）

減価償却費
106,520,904円
（44.7％）

減価償却費
106,520,904円
（44.7％）

特別損失
658,809円
（0.3％）

特別損失
658,809円
（0.3％）

企業債
526,200,000円（47.3％）
企業債
526,200,000円（47.3％）

受益者負担金
2,400,000円（0.2％）
受益者負担金
2,400,000円（0.2％）

営業外収益
230,733,331円（74.0％）
営業外収益
230,733,331円（74.0％）

他会計補助金
54,174,000円
（4.9％）

他会計補助金
54,174,000円
（4.9％）

収益的収支の内訳

資本的収支の内訳

収益的収入（税抜）
311,802,563円

収益的支出（税抜）
238,150,094円

資本的収入（税抜）
1,112,391,000円

資本的支出（税抜）
1,082,187,751円

企業債償還金
140,559,689円
（13.0％）

企業債償還金
140,559,689円
（13.0％）

管渠改良費
941,628,062円（87.0％）
管渠改良費
941,628,062円（87.0％）

他会計負担金
26,217,000円（2.4％）
他会計負担金
26,217,000円（2.4％）

国庫補助金
503,400,000円（45.3％）
国庫補助金
503,400,000円（45.3％）

下 水 道 事 業

処理区域内人口 4,275人 処理区域内水洗化人口 2,273人 水洗化率 53.2% 年間有収水量 481,384㎥
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スポーツニーズ調査を実施します。スポーツニーズ調査を実施します。
　藍住町スポーツ推進委員会では、生涯スポーツ社会の実現を目指し、誰もが気軽にスポー
ツに親しめるイベントの開催やスポーツ施設の整備・充実などについて、取り組んでいます。
　今回の調査は本町にお住まいの皆さんからスポーツに関するご意見やご要望をお伺いし、
これからの社会体育活動について検討するための基礎資料とすることを目的としています。
　次の二次元コードから調査のフォームにアクセスできます。回答に要する時間は５分程度です。
　調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願いします。

問 教育委員会（６３７・３１２８）

令和５年藍住町「二
は   た   ちは   た   ち

十歳のつどい」の開催
　成年年齢が18歳に引き下げられたことに伴い、従来の成人式を今年度から「二

は　た　ち
十歳のつどい」として次の日程で

開催します。
　令和４年は中学校区で分けた２部制としましたが、
令和５年は一度で開催します。

日　時 	 令和５年１月８日（日）
	 受　　付　午前10時から
	 式　　典　午前11時から
	 記念撮影　午前11時40分頃から
場　所 	 総合文化ホール　大ホール
対象者 	 平成14年４月２日から平成15年４月１日生まれの方

※住民票が他市町村にある方で、本町の「二十歳のつどい」に出席を希望される場合は、ご連絡をお願いします。
※対象者には、12月初旬に案内状をお送りします。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止又は内容を変更する場合があります。あらかじめご了承ください。
※保護者等は会場へ入場できません。
問 教育委員会（６３７・３１２８）

町産の冷凍にんじん（カット・ピューレ）を無料で提供します！町産の冷凍にんじん（カット・ピューレ）を無料で提供します！
　藍住町にんじん需要拡大協議会が作った冷凍にんじん（カット・ピューレ）の試作品を町内の方（個人、事業
者問わず）に無料で提供します。冷凍にんじんは、カットした後にスチームで加熱してから冷凍しているため、
調理しやすくなっています。ご家庭やお店で藍住町のにんじんを味わってください！

申込期限　12月15日（木）　　対象者　町内在住の方又は町内の事業者　　費用　無料
種　　類　いちょう切り、千切り、短冊切り、ピューレ
申込方法　電話で申込み又は申込書類を産業支援室にご持参ください。
※利用された方は、アンケートにご協力ください。皆さんのご意見や感想をお待ちしています。
※詳細は、町ホームページをご確認ください。

藍住町にんじん需要拡大協議会とは藍住町にんじん需要拡大協議会とは
　町産にんじんの需要拡大を図るために、にんじんを原材料とした新商品の開発や利用の促進に取り組んでいます。

申・問  町にんじん需要拡大協議会事務局（町産業支援室）（☎637・3120）
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　西クリーンステーションでは、施設全体の長寿命化を目的とした設備の更新工事を実施しています。
　工事に伴い、12月中旬まで焼却運転を停止します。この間は、西クリーンステーションに搬入された可燃ご
みを場外へ搬出処理するため、ごみの減量化がとても重要になります。
　住民の皆さんには、ご迷惑をおかけしますが、期間中の更なるごみの減量と再資源化にご協力をお願いします。

 　　西クリーンステーション(☎６９２・７４１１)問

更新工事に伴うごみの減量化にご協力をお願いします更新工事に伴うごみの減量化にご協力をお願いします

水道メーター定期交換（無料）のお知らせ
　水道メーターは、設置から８年が経過したものは、計量法により交換が
義務付けられています。
　現在、対象となる水道メーターの交換を順次実施中です。
　ご協力をよろしくお願いします。

交換期間　11月中旬～下旬
※交換が必要なメーターのあるご家庭には、11月中旬に別途ご案内します。
※交換作業は、藍住町上下水道工事店協同組合が実施します。
※交換時、５分から30分程度断水します。
※ご不在の場合でも交換を実施しますので、ご了承ください。

問 上下水道課(☎６３７・３１３１) 水丸くん

水を大切に！

あ
い
の
す
け

【被害事例】
県内の高齢者の自宅電話に医師を名乗り、
　「息子さんが喉の不調で病院を受診した結果、がんが見つかり、手術した。」
　「声が変わっているが、息子さんから電話がある。」
などと電話があり、その後息子を名乗る者から、
　「カバンを盗まれた。財布等がないのでお金の都合がつかないか。」
などという不審な電話がかかってきています。
これは、詐欺の予兆電話です。このような電話がかかってきたら、電話を切り、家族や警察に相談してください。

問 徳島板野警察署（☎698・0110）

特 殊 詐 欺 に 注 意 !!特 殊 詐 欺 に 注 意 !!

　11月の「税金相談」は、次のとおり変更となりましたのでお知らせします。

「税金相談」 11月25日（金）午後1時～3時
問 相談センター専用電話（☎692・6222）

「心配ごと相談所の日程変更のお知らせ」「心配ごと相談所の日程変更のお知らせ」
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河北町から
友好の枝豆が届きました

　今年も山形県河北町から枝豆を頂きました。「秘伝
豆」という品種で、枝豆の中でも大粒で食べ応えがあ
り甘みが強く味が濃いのが特徴です。
　早速、藍住南小学校と東小学校の皆さんに食べて
もらったところ、「鮮やかな黄緑色の大きな粒で、今
まで食べた枝豆の中で一番おいしかった」「おいしく
て皮まで食べてしまいそうだった」「農家さんのやさ
しい思いが感じられ幸せな給食の時間だった」などと
大満足の様子でした。
　河北町の皆さん、今年も
すばらしい贈物をありがと
うございました。

令和４年度 教育委員会表彰
　11月１日、町教育委員会の表彰規程に基づき
表彰式を行いました。
　被表彰者の功績を紹介し、お祝い申し上げます。

（敬称略）
●教育の振興発展に貢献して、その功績の顕著な方
　・地域に開かれた学校づくり
　　　中林　忠司
　・安心安全な学校づくり
　　　福本　靖生
　　　山田　　弘
　　　西分　　司
　　　原　　輝男

町の将来を担う中学生が議会で一般質問
「藍住町中学生議会」 〜提案や要望を町独自予算内で実現へ〜

　中学生が、政治や社会の出来事や問題を自分事とし
て考え、また、藍住町のまちづくりや将来について提
案することで、議会の役割や地方自治の仕組みを学び
関心を高めてもらうため、10月31日、町議会議場で中
学生議会を開催しました。
　藍住中学校、藍住東中学校から14名の中学生議員が
出席し、議長、副議長を除く12名からの一般質問では、
将来的なまちづくり、子育て世代に向けた施策、新型
コロナウイルス感染症拡大防止対策などの質問や、学
校設備、運動施設、交通安全施設の改修などの要望、
犬のフンの放置防止に効果的な看板の設置や自習室の
新設などの提案について発言されました。

　髙橋町長ほか通常議会どおり全員が出席した町から
は、人口減少や高齢化に立ち向かう魅力的なまちづく
りを進める、要望や提案を改めて検討するなどの答弁
がありました。
　17年ぶりとなる今回の中学生議会では、初めての予
算50万円を準備し、実現が可能な提案や施策を今年度
中に実施します。
　藍住町の選挙の投票率が伸び悩んでいます。中学生
議会による主権者教育を通じて有権者の皆さんにも町
政への関心を高めてもらえるよう、この様子をエーア
イテレビで12月に放送する予定です。
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12月４日～10日は「藍住町人権週間」です12月４日～10日は「藍住町人権週間」です
　人権は、私たちが幸福で平和な生活を送るために欠かすことのできない権利です。他人を思いやり、お互いを認め合　人権は、私たちが幸福で平和な生活を送るために欠かすことのできない権利です。他人を思いやり、お互いを認め合
う心が、他人だけでなく自分の権利を守ることになります。う心が、他人だけでなく自分の権利を守ることになります。
　誰もが住みよい人権のまちづくりを進めていきましょう。　誰もが住みよい人権のまちづくりを進めていきましょう。
■■園児、児童・生徒の人権作品展示園児、児童・生徒の人権作品展示
　期　間　12月３日（土）～９日（金）　午前８時30分～午後５時30分（最終日は午後３時まで）　期　間　12月３日（土）～９日（金）　午前８時30分～午後５時30分（最終日は午後３時まで）
　場　所　総合文化ホール１階　あいずみモール　場　所　総合文化ホール１階　あいずみモール
■■人権フェスティバル人権フェスティバル
　日　時　12月７日（水）　午後０時30分受付・午後１時30分開会　日　時　12月７日（水）　午後０時30分受付・午後１時30分開会
　場　所　総合文化ホール　大ホール、小ホールほか　場　所　総合文化ホール　大ホール、小ホールほか
　内　容　　内　容　●●人権学習発表会　藍住東小学校６年生児童、藍住中学校生徒代表人権学習発表会　藍住東小学校６年生児童、藍住中学校生徒代表
　　　　　　　　　　●●講演会（オンライン）　講師　東田　直樹さん、東田　美紀さん（直樹さんの母）講演会（オンライン）　講師　東田　直樹さん、東田　美紀さん（直樹さんの母）
　　　　　　　　　　●●障がい者支援事業所による出店　障がい者支援事業所による出店　●●視覚障がい体験コーナー　視覚障がい体験コーナー　●●人権相談（特設人権相談所の開設）人権相談（特設人権相談所の開設）
　　　　　　　　　　※手話通訳があります。※新型コロナウイルス感染症の状況により、内容が一部変更となる場合があります。※手話通訳があります。※新型コロナウイルス感染症の状況により、内容が一部変更となる場合があります。
■■講師プロフィール講師プロフィール
　　東東

ひがしひがし

��田田
だだ

  直直
なおなお

樹樹
きき

　　千葉県出身の作家。1992年生まれ。重度の自閉症という障がいを抱えながら、KADOKAWA、エスコ千葉県出身の作家。1992年生まれ。重度の自閉症という障がいを抱えながら、KADOKAWA、エスコ
アール、ビックイシュー、イースト･プレス、小学館、朝日新聞社、交通新聞社より、これまでにエッセイ、物語、詩、アール、ビックイシュー、イースト･プレス、小学館、朝日新聞社、交通新聞社より、これまでにエッセイ、物語、詩、
絵本を出版。NHK福祉ネットワークをはじめ、多数のテレビ番組や新聞で紹介される。2014年８月に出演したNHK絵本を出版。NHK福祉ネットワークをはじめ、多数のテレビ番組や新聞で紹介される。2014年８月に出演したNHK
特集番組「君が僕の息子について教えてくれたこと」は、文化庁芸術祭テレビ･ドキュメンタリー部門で大賞を受賞。特集番組「君が僕の息子について教えてくれたこと」は、文化庁芸術祭テレビ･ドキュメンタリー部門で大賞を受賞。
理解されにくかった自閉症者の内面を、平易な言葉で伝えた著書「自閉症の僕が跳びはねる理由」はアメリカ、イギ理解されにくかった自閉症者の内面を、平易な言葉で伝えた著書「自閉症の僕が跳びはねる理由」はアメリカ、イギ
リス、カナダなど世界34カ国以上で翻訳、累計117万部を超えるベストセラーとなった。原作はイギリスで映画化、リス、カナダなど世界34カ国以上で翻訳、累計117万部を超えるベストセラーとなった。原作はイギリスで映画化、
日本でも上映され文部科学省特別選定にも選ばれた。日本でも上映され文部科学省特別選定にも選ばれた。

　　 2021年10月『Forbes JAPAN』誌が選ぶ、世界を変える30歳未満の30人『30 UNDER 30 JAPAN 2021』に選出。　　 2021年10月『Forbes JAPAN』誌が選ぶ、世界を変える30歳未満の30人『30 UNDER 30 JAPAN 2021』に選出。

　　東東
ひがしひがし

��田田
だだ

  美美
みみ

紀紀
きき

　　1962年生まれ。1983年、総合病院の正看護師として勤務。1988年、結婚を機に退職。 会話の無い長男（直樹さん）とのコミュ1962年生まれ。1983年、総合病院の正看護師として勤務。1988年、結婚を機に退職。 会話の無い長男（直樹さん）とのコミュ
ニケーニケーショション方法を探索。ン方法を探索。試試行錯誤の上、パソコンのキーボードと同じ配列でアルファベットを画用紙に書いた文字盤を考案。東田直行錯誤の上、パソコンのキーボードと同じ配列でアルファベットを画用紙に書いた文字盤を考案。東田直
樹さんの講演活動や執筆活動をサポートしている。樹さんの講演活動や執筆活動をサポートしている。

問   教育委員会（☎637・3128）教育委員会（☎637・3128）

　町の各種功労者表彰規程に基づき、４人が受賞されました。
それぞれの功績を紹介し、お祝い申し上げます。（敬称略）
●�永年、保護司として犯罪予防と更生援助に貢献された方
　篠　原　正　明
●�永年、町自立経営農業振興会会長として地域の農業振興
に尽力された方

　濵　　　幸　藏
●�進んで公益のために私財を寄付された方
　髙　野　年　市
●�スポーツの大会で優秀な成績を挙げられた方
　米　本　宙　那

表彰式に出席された
（左から）濵 幸藏さん、髙橋町長、篠原 正明さん

各種功労者表彰各種功労者表彰
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1111月月 は「児童虐待防止推進月間」です
虐待されている子どもたちを守ることができるのはあなたかもしれません

児童虐待の現状
　令和３年度に徳島県の児童相談所が対応した虐待相談件数は910件でした。
　虐待による死亡事例は、全国で年間約50件に及び、１週間に１人の子どもが命を落としています。

「しつけ」と「虐待」の違い
　「しつけ」とは、子どもが社会の中で生きていくために必要な善悪や礼儀作法を教え自律に導くことです。保護者は、
子どもを一人の人間として感情や価値観を尊重し、暴力以外の方法によってしつけを行わなければなりません。
　「虐待」とは、保護者が子どもに行う行為で、子どもの心や体を傷つけたり、健全な成長や発達を損なう行為をいい、
体に直接危害を加える行為に限らず、子どもに対する不適切な関わり全てを含みます。
　保護者がいくら一生懸命で、子どもをかわいいと思っていても、「しつけ」のつもりであったとしても、子どもにとっ
て有害な行為であれば虐待です。

気になることがあったら「通告」してください
　通告とは、「気になることを相談すること」です。
　あなたの判断で「しつけの限度を超えている」「子どもへの
関わり方がおかしい」と感じたら迷わず通告してください。誰
が通告者かを知られることはありません。保育所や学校に通っ
ていない子どもが虐待されているとしたら、それに気付き守る
ことができるのは、あなたかもしれません。

　子どもに夫婦喧嘩を見聞きさせる「心理的虐待」による通告が増えています。虐待や大人から子
どもに対する避けたいかかわりを長期に受け続けることにより、子どもの脳が傷つき、将来の心
身の健康や行動に影響することがあります。適切なかかわりは傷ついた脳を回復させる可能性が
あります。
　子どもへのかかわりが適切でないかもと感じたらひとりで悩まずご相談ください。
　藍住町こども家庭支援室は、子どもの健やかな成長について一緒に考えます。
子どもからも相談できます。
　また、要望に応じて、関係機関や専門機関の紹介・連絡調整等も行っています。
相談窓口　藍住町こども家庭支援室(☎637・3107）

相談窓口　中央こども女性相談センター(☎622・2205）
お近くの児童相談所につながります。（24時間 365日通話料無料）

　暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。特に、
配偶者等からの暴力（ＤＶ）、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシュアルハラ
スメント等女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成し
ていく上で克服すべき重要な課題です。
　この運動をきっかけに、女性に対する暴力について考え、暴力のない誰もが安心して暮らせる社会づ
くりを進めましょう。
問  政策推進室（☎637・3124）

11月12日から25日は11月12日から25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

虐待の定義
身体的虐待
殴る、蹴る、たたく、投げ落とす、激しく揺さぶる、家の外に
閉め出す、長時間正座をさせる など

ネグレクト（養育の拒否）
食事を与えない、ひどく不潔なままにする、病気やけがをしても病
院に連れて行かない など

性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被
写体にする など

心理的虐待
言葉により脅かす、無視する、子どもの目の前で家族に対して暴力
を振るう（DV） など

児童相談所
虐待対応
ダイヤル
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●ＮＥＴ119緊急通報システムとは
　�　聴覚や発話などに障がいがあり、音声による緊急通報に不安がある方が携帯電話やスマートフォンなどで、全国どこから

でも簡単にインターネットを利用し緊急通報できます。通報と同時に、携帯電話等のGPS情報により外出先でも通報者の居
場所を特定し、チャット形式で文字による対話を行い、消防車や救急車の迅速な出動につなげることができます。
●利用対象者
　�　藍住町在住又は在勤・在学されている方で、聴覚や発話などに障がいがあり、音声による119番通報に不安のある方
◆�ご利用には事前登録が必要になります。（登録料、利用料は無料ですが、通報時の通信料は別途必要となります）登
録を希望される方は、板野東部消防組合通信指令課までお越しください。

■詳細は板野東部消防組合ホームページをご覧いただくか、板野東部消防組合通信指令課までお問い合わせください。
問  板野東部消防組合 通信指令課 （☎698・9119／ファクシミリ 697・3014）

聴覚や発話に障がいのある方へNET119緊急通報システムのご案内聴覚や発話に障がいのある方へNET119緊急通報システムのご案内

　防火標語（2022年度全国統一防火標語）
　「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

住宅防火　いのちを守る　10のポイント
4つの習慣
　１．寝たばこは絶対にしない、させない。
　２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
　４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
6つの対策
　１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置のついた機器を使用する。
　２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
　３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
　６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。
問  板野東部消防組合消防本部（☎698・0119）

秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動
11 月９日～ 15日に実施しています

通　報 出　動

　藍住町青少年相談室は、いじめや不登校、児童虐待など様々な問題に悩んだり不安を感じたりしている子どもや保護者
などからの相談を受け付けています。
　令和３年度からは、補導センターとして、街頭補導活動や環境浄化活動にも取り組んでいます。
　これらの活動を通じ、地域の子ども・若者の支援をしていきます。
問 青少年相談室 ( ☎ 088・637・3310 ／電子メール： soudan@aizumi.i-tokushima.jp)
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　９月21日、藍住町人権講座で「LGBTQ+」について鳴門教育大学教授の葛西真
記子さんとレインボーとくしまの会代表の長坂航さんによる講演がありました。
葛西真記子さんのお話葛西真記子さんのお話
　葛西さんはセクシャルマイノリティ（性的少数者）についての理解を促進する
ための援助を行う団体「SAG(サグ)徳島」の代表としても活動されています。
SAGとはAll sexuality and all genderの略です。
　日本はセクシャルマイノリティへの理解がまだまだ進んでおらず、先進７か
国の中でも差別や偏見が根強く、今現在、日本だけが同性婚を認められていま
せん。「LGBT」という言葉はだんだん知られてきましたが、最近では「LGBT」だ
けでは表しきれないと「LGBTQ+」や「LGBTs」と言うようになってきています。

Ｌ（レズビアン)…………… 女性を恋愛対象とする女性
Ｇ（ゲイ）…………………… 男性を恋愛対象とする男性
Ｂ（バイセクシャル）……… 男女どちらとも恋愛対象となる人
Ｔ（トランスジェンダー）…身体の性と心の性に違和感のある人
Ｑ（クエスチョニング）…… 性自認・性指向（好きになる性）が定まっていない人
＋、s………………………… 等々という意味
　　　　　　　　　　　 �恋愛感情がない「アセクシャル」、人を好きになるには性別は関係ないという「パンセクシャル」、

セクシャルマイノリティ全般をさす「クイア」　他

　「SOGI（Sexual Orientation & Gender Identity･･･性的指向と性自認）」のように表されることもあります。
　日本人は自己主張をあまりしない曖昧さの文化があり、何か違うと思いながらも生活しているクエスチョニングがとても多い
そうです。
　LGBTQ+の人は約９％（例えれば左利きの人くらいの割合）いるのに「今まで会ったことがない。」という人がかなり多いといいま
す。絶対いると言っても過言ではないはずなのに、現状がそうであるのは、誰もが安心して相談したり、カミングアウトしたり
できる環境ができていない社会全体の課題であると考えられています。そのため、ひとりで悩み、自殺まで考えたことのある人
の割合はセクシャルマジョリティ（多数者）の何百倍にも上るという調査結果があります。いじめ、孤立感、失恋、身体的違和感
などの原因で、特に中学生（体の変化の頃）と社会に出る前（「男」「女」としての就職が必要な時）が多いそうです。いろんな人がい
ることを理解し、生活しやすい環境への配慮が当たり前にでき、お互いに認め合える社会にしていきたいと改めて感じました。
長坂航さんのお話長坂航さんのお話
　長坂さんは同性愛者当事者として苦悩と現状などについて話してくださいました。
　2015年、同性カップルを公的に認める「パートナーシップ宣誓制度」を東京都の渋谷区と世田谷区が日本で初めて導入しまし
た。長坂さんには、パートナーとして何年も一緒に暮らしている方がいますが、同性カップルは家族だと認めてもらえず、ア
パートが借りられない、パートナーが病気になり手術をする際にも説明が聞けない、同意書に判子も押せないということがあっ
たそうです。自分自身と友人等が受けてきた数々の差別や偏見との闘いの中、自分らしく生きられる社会に向け、なんとかで
きないか考えてこられました。
　県内にはLGBTQ+の人権課題を扱う団体が少なく、声なき声を可視化するため、長坂さんは家族や仲間、支援者の後押し
で2019年に「レインボーとくしまの会」を設立しました。「パートナーシップ宣誓制度」の導入を進めようと、議会への陳情や署
名集めなど様々な働きかけをし、県内自治体に先駆けて制度を導入した徳島市から2020年４月に認証第１号となりました。やっ
と家族同等の権利を持つことができました。現在も県全体へのパートナーシップ制度、ファミリーシップ制度、同性婚の導入
に向けた活動を行われています。
　「たった紙切れ一枚､ カード一枚で救われる命」その言葉がとても心に残りました。

藍住町人権教育推進協議会運営部会　板東　千奈美

「性の多様性を理解する」「性の多様性を理解する」
　　～ 自分らしく生きる。認め合える社会へ ～～ 自分らしく生きる。認め合える社会へ ～

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

人権標語人権標語 藍住東小学校児童作品

「大丈夫？」　その一言で　救われる	 	 ６年	 中西　遥奏
 言う前に   人の気持ちを　考えて	 	 ６年	 山花　一希
 知らぬ間に　言葉のナイフ　刺してない？	 ６年	 尾崎　りお
 気づいてよ　その言葉も　いじめの一つ　言葉の虐待　無くそうよ	６年	 山口　英恵
 考えよう　見て見ぬふりも　いじめだよ	 ６年	 岸本　　裕
 チクチク言葉　言う前に　相手の気持ちを　考えて	 ６年	 桐野　愛菜
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情情　　報報
NOWNOW
情　報
NOW

人
権
講
座
受
講
生
募
集

　
第
４
回
人
権
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　
美
し
い
生
き
方
を
共
に
探
し
ま
せ
ん
か
。

日

時　
11
月
21
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

演

題　
い
ま
平
和
を
考
え
る

　
　
　
　
　

－

語
り
継
ぐ
戦
争
体
験
と

　
　
　
　
　
　
平
和
、
そ
し
て
未
来

－

講

師　
東
洋
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
西
川　
吉
光　
さ
ん

受
講
料　
無
料

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

※�

人
権
講
座
へ
の
登
録
は
、
随
時
募
集
中
で

す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
あ
い
の
す
け

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

勝
瑞
１
５
２
２ 

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
今
年
は
、
徳
島
を
代
表
す
る
戦
国
大
名
で

あ
る
三
好
長
慶
が
生
ま
れ
て
か
ら
５
０
０
年

の
節
目
の
年
で
す
。
藍
住
町
で
は
、
当
時
の

文
化
を
感
じ
ら
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展

示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
11
月
は
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
勝
瑞

城
館
跡
展
示
室
で
は
11
月
20
日（
日
）ま
で
、

細
川
成
之
像
や
三
好
之
長
像
な
ど
勝
瑞
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
物
の
肖
像
画
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

日

時　
11
月
19
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

内

容　

講
演
①「
阿
波
細
川
氏
の
動
向
と
勝
瑞
」

講
師
：
森
脇　
崇
文 

氏

　
　
　
（
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
学
芸
員
）

講
演
②「
三
好
氏
の
台
頭
と
勝
瑞
」

講
師
：
天
野　
忠
幸 
氏

　
　
　
（
天
理
大
学
文
学
部
准
教
授
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
テ　
ー　
マ　
「
勝
瑞
１
５
２
２
年
の
景
観
」

　
司　
　
会　
重
見　
髙
博

　
　
　
　
　
　
（
藍
住
町
教
育
委
員
会
）

　
パ
ネ
ラ
ー　
森
脇　
崇
文 

氏

　
　
　
　
　
　
天
野　
忠
幸 

氏

定

員　
50
人　
※
申
込
順

参
加
費　
無
料

　
　
　
　
　
※
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
付
は
開
庁
日
の
み
と
し

ま
す
。

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

三
好
長
慶 

生
誕
５
０
０
年

記
念
講
演
会

【
記
念
講
演
】

日

時　
11
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
開
場
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

講

師　
武
者
小
路
千
家
家
元
後
嗣

　
　
　
　
　
千　
宗
屋 

氏

演

題　

�「
茶
の
湯
の
戦
国
時
代

－

利
休
、

三
好
長
慶
生
誕
５
０
０
年
に
寄

せ
て

－

」

日

程　

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
開
会
行
事

　
午
後
１
時
40
分
か
ら

　
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
　
　

�「
勝
瑞
三
好
館
で
の
茶
の
湯
～
実
休

と
津
田
宗
達
・
千
利
休
～
」

　
　
〈
話　
者
〉長
慶
会
会
長

　
　
　
　
　
　
出
水　
康
生 

氏

　
午
後
２
時
10
分
か
ら

　
　
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
（
戦
国
時
代
の
茶
会
の
再
現
）

　
　
〈
お
点
前
〉山
野　
知
禎 

氏

　
午
後
２
時
40
分
か
ら　
記
念
講
演

　
　
〈
講　
師
〉千　
宗
屋 

氏

参
加
費　
無
料

定

員　
３
０
０
人　
※
申
込
順

【
記
念
茶
会
】

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
和
室

日

程　
午
前
11
時
か
ら

参
加
費　
千
円

定

員　
各
20
名　
※
申
込
順

※�

記
念
講
演
会
、
記
念
茶
会
と
も
に
申
込
み

が
必
要
で
す
。

申
・
問 

教
育
委
員
会　

　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
日
の
み
）

　
　
　
　
勝
瑞
事
務
所

　
　
　
　
　
（
☎
６
４
１・３
４
６
６
）

　
　
　
　
　
（
土・日・祝
日
も
対
応
し
ま
す
）

徳
島
県
立
農
業
大
学
校

令
和
５
年
度 

入
学
生
募
集

　
徳
島
農
大
で
は
、
２
年
間
で
農
業
技
術
や

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
が
学
べ
ま
す
。

　
２
年
間
の
栽
培
実
習
や
加
工
販
売
実
習
を

通
し
て
実
践
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。
さ
ら
に

ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
や
ド
ロ
ー
ン
操
作
等
、
各

種
資
格
取
得
も
可
能
で
す
。
卒
業
後
は
、
自

営
就
農
の
他
、
農
業
法
人
・
一
般
企
業
・
公

務
員
な
ど
に
就
職
し
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

１　
一
般
入
学
試
験

　
　
願
書
受
付　
12
月
20
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
１
月
５
日（
木
）

　
　
試
験
日　
令
和
５
年
１
月
12
日（
木
）

　
　
試
験
内
容　

�

筆
記
試
験（
国
語　
教
養
）

口
述
試
験

２　
卒
業
時
の
資
格

　
　
専
門
士（
農
業
専
門
課
程
）

３　
２
年
間
の
必
要
経
費

　
　
43
万
円
程
度（
入
学
金
・
授
業
料
ほ
か
）

※�

受
験
資
格
、
提
出
種
類
な
ど
詳

細
は
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
よ

り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支

　
　
　
　
援
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校

　
　
　
　
（
☎
６
７
４・１
０
２
６
）
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

テ
レ
ビ
画
面
の
破
損
に
注
意

●�

掃
除
中
に
掃
除
機
の
柄
が
当

た
っ
た
、
幼
児
の
投
げ
た
ゴ

ム
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
な

ど
、
テ
レ
ビ
画
面
に
衝
撃
が

加
わ
る
と
表
面
に
傷
は
な
く
て
も
、
画
面

内
部
が
破
損
さ
れ
映
ら
な
く
な
り
ま
す
。

●�

テ
レ
ビ
の
設
置
、
移
設
の
際
は
、
説
明
書

の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。
画
面
を
強
く

握
っ
た
り
す
る
と
故
障
の
原
因
と
な
り
ま

す
。

●�

一
般
に
、
衝
撃
な
ど
に
よ
る
テ
レ
ビ
画
面

の
故
障
は
補
償
対
象
外
で
す
。
大
型
画
面

で
は
修
理
費
も
高
額
に
な
り
ま
す
。

　

�　
画
面
に
衝
撃
を
与
え
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
情
報
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　

消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
事
業
者
と
消
費
者
の

ト
ラ
ブ
ル
で
不
安
な
と
き
、
困
っ
た
と
き

は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
電
話
相
談
、
窓
口
相
談
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

※�

窓
口
相
談
の
場
合
は
、
個
室
を
用
意
で
き

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

場

所　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
役
場
２
階 

産
業
支
援
室
内
）

泣
く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問 

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
（
局
番
な
し
１
８
８
）

ふ
れ
あ
い
と
健
康
を
求
め
て
歩
こ
う
遍
路
道

　
文
化
の
森
か
ら
19
番
札
所
立
江
寺
ま
で
約

15
ｋｍ
を
歩
き
ま
す
。

　
遍
路
道
を
利
用
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

日

時　
12
月
17
日（
土
）午
前
７
時
30
分
出
発

　
　
　
　
　
（
午
後
３
時
30
分
頃
帰
町
予
定
）

集
合
場
所　
藍
住
町
総
合
駐
車
場

対
象
者　
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

参
加
費　
４
０
０
０
円

定

員　
20
人　
※
申
込
順

申
込
開
始　
11
月
17
日（
木
）か
ら

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※�

12
月
12
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

連
絡
先 

N
P
O
法
人
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
ら
の
お
知
ら
せ

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

　
認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

と
な
り
、
日
常
生
活
で
不
利
益
を
被
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、 「
成
年
後
見
制
度
」が
あ
な

た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

　
隔
月
１
回
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
定
例
相
談
日
】偶
数
月　
第
１
水
曜
日

日

時　
12
月
７
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
交
流
室
１

問 

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　
　
　
　
徳
島
市
東
沖
洲
二
丁
目
１-

８

　
　
　
　
　
　
県
行
政
書
士
会
館
内

　
　

(

☎
６
７
９・４
４
４
０)

藍のふるさとを歩く
～藍住町に残る藍商のあしあとを訪ねて～

vol.1

　藍住町を含む９市町で構成された日本遺産「藍のふ
るさと阿波–日本中を染め上げた至高の青を訪ねて–」
をご存じでしょうか？県内に残る藍に関する文化財
を、一つのストーリーとしてまとめたものです。
　町内には、藍師や藍商人の住居である「藍屋敷」や、
藍関係者の寄進によって建てられた神社など、藍生
産によって作られた風景が今も残っています。そん
なスポットをガイドと一緒に歩いてみませんか？い
つもの町が違って見えるかもしれま
せん。ぜひご参加ください。

開　催　日　11月27日（日）
時　　間　①午前10時から
　　　　　②午前10時30分から
　　　　　③午後１時30分から
集合場所　藍住町歴史館「藍の館」

定　　員　各回10人　※申込順
対　　象　約4.5ｋｍを歩ける方
※�小学生以下のお子さんは、保護者と一緒にご参加
ください。
参　加　費　�大人（高校生以上）300円
　　　　　子ども（小中学生）200円
　　　　　未就学児は無料
準　備　物　�動きやすい服装、飲物、健康保険証のコ

ピー
申込方法　�電話でお申し込みください。受付は火曜

日以外の午前９時～午後５時です。
主　　催　�藍のふるさと阿波魅力発信協議会・藍の

ふるさと阿波サポーター

※�小雨決行。大雨等で散策ができない場合は、藍の
館内の案内・解説に変更となります。

藍住町歴史館「藍の館」（☎692・6317）申 ・問
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健
康
づ
く
り
朝
食
ア
イ
デ
ア

献
立
最
優
秀
作
品

　
応
募
数
８
０
２
点
の
中
か
ら
各
部
門
の
最

優
秀
作
品
が
決
定
し
、
11
月
12
日
に
福
祉
・

健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

超
か
ん
た
ん
！
包
丁
な
し
部
門
最
優
秀
賞

　
「
と
ろ
っ
と
グ
ラ
パ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎　
美
南
さ
ん

（
藍
住
南
小
学
校
６
年
）

ス
ピ
ー
ド
ク
ッ
キ
ン
グ
部
門
最
優
秀
賞

　

�「
夏
に
ぴ
っ
た
り
さ
っ
ぱ
り
栄
養
た
っ
ぷ

り
ご
は
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
新
見　
奏
斗
さ
ん

（
藍
住
中
学
校
１
年
）　

野
菜
た
っ
ぷ
り
！

目
覚
ま
し
モ
ー
ニ
ン
グ
部
門
最
優
秀
賞

　
「
す
だ
ち
の
ラ
ぺ
風
パ
ン
サ
ラ
ダ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
石
田　
眞
さ
ん

（
藍
住
東
中
学
校
１
年
）

審
査
員
特
別
賞

　
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ツ
サ
ン
ド
」

　
　
　
　
　
　
　
　
一
宮　
柚
希
さ
ん

（
藍
住
北
小
学
校
５
年
）

※�

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

12
月
の
育
児
相
談 

　
お
子
さ
ん
の
計
測
や
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
に
よ
る
相
談
を
予
約
制
で
行
い
ま
す
。

実
施
日　
12
月
13
日（
火
）

時

間　
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

　
　
　
　
②
午
後
１
時
30
分
～
２
時

　
　
　
　
③
午
後
２
時
～
２
時
30
分

　
　
　
　
④
午
後
２
時
30
分
～
３
時

　
　
　
　
⑤
午
後
３
時
～
３
時
30
分

定

員　
30
分
ご
と
に
５
組　
※
申
込
順

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
多
目
的
室

予
約
方
法　

�

実
施
日
の
月
初
め
か
ら
当
日
ま
で

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）。

※�

当
日
、
計
測
に
使
う
バ
ス
タ
オ
ル
を
１
枚

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
個
別
相
談
は
、
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

◎
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
第
２・４
水
曜
日（
年
末
年
始・祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

◎
工
事
の
お
知
ら
せ

　
図
書
館
の
空
調
・
換
気
設
備
を
更
新
し

ま
す
。

工
事
期
間　
令
和
４
年
11
月
～

　
　
　
　
　
令
和
５
年
３
月

　
工
事
は
図
書
館
を
開
館
し
た
ま
ま
行
い

ま
す
の
で
、
工
事
期
間
中
は
施
工
箇
所
近

く
の
書
架
へ
の
立
入
り
や
騒
音
な
ど
で
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

安
心
安
全
に
努
め
て
作
業
を
進
め
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 
ご
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

手
指
の
消
毒
及
び
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

●�

入
館
時
の
検
温
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

37
・
５
℃
以
上
の
発
熱
の
あ
る
方
の
来

館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●�

体
調
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
来
館
を

お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

�

ま
た
、
館
内
で
の
必
要
以
上
の
会
話
も

お
控
え
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
、
行
事
の
日
程
や
休
館
日
を
変

更
又
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
最
新
の
情
報
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

◎
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
11
月
17
日（
木
） 

図
書
整
理
日

　
11
月
23
日（
水
） 

祝
日

　
12
月
15
日（
木
） 

図
書
整
理
日

◎
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　

徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
電
話
相
談
の

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中

は
相
談
時
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、

土
・
日
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

①
実
施
期
間

　
11
月
18
日（
金
）か
ら

　
24
日（
木
）ま
で
の
７
日
間

②
受
付
時
間

　

�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※�

土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※�

強
化
週
間
以
外
の
日
は
平
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

③
開
設
場
所

　
徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
土
・
日
は
高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）

④
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
ご
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
取
扱
内
容

　

�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離
婚
問
題
、

暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
問
題

⑥
そ
の
他

　
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
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チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
ご
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
発
熱
等
、
体
調
に
異
常
が
あ
る
方

は
ご
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※�

感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細
や
最
新
情
報
、

電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
、
感
染
症
対
策
等

は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
イ

ベ
ン
ト
情
報
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

日
野
皓
正
ク
イ
ン
テ
ッ
トw

ith

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト　
ケ
イ
コ
・
リ
ーLIVE 

in 

藍
住

日

時　
12
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
７
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

出

演　
日
野　
皓
正（
tp
）

　
　
　
　
加
藤　
一
平（
gt
）

　
　
　
　
高
橋　
佑
成（
pf
）

　
　
　
　

M
arty H

oloubek

（
b
）

　
　
　
　
高
橋　
直
希（
ds
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト　
ケ
イ
コ
・
リ
ー（
vo
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト　
徳
島
ジ
ャ
ズ
カ
ル
テ
ッ
ト

　
　
　
　
猪
子　
　
恵（
vln
）

　
　
　
　
後
藤　
美
穂（
pf
）

　
　
　
　
正
木　
孝
昌（
b
）

　
　
　
　
大
崎　
弘
一（
ds
）

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）６
千
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※�

未
就
学
児
膝
上
無
料

※�

高
校
生
以
下
の
方
は
当
日
に
学
生
証
提
示

で
３
千
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

主

催　

RU
N

 IN
C

.
宝
井
琴
調
・
古
今
亭
志
ん
丸

落
語
と
講
談
で
楽
し
む「
忠
臣
蔵
」

日

時　
12
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

出

演　
宝
井
琴
調

　
　
　
　
古
今
亭
志
ん
丸

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般 

２
千
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下 

５
０
０
円

　
　
　
　
町
民
券 

１
５
０
０
円（
前
売
の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※
町
民
券
の
取
扱
い
は
ホ
ー
ル
窓
口
の
み
。

　

�

町
民
券
購
入
の
際
は
住
所
確
認
が
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

わ
ら
た
ま
ド
ッ
カ
～
ン

　
　
　
　
　
　
（
公
開
収
録
）

日

時　
１
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
10
分
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

対

象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

出

演　
（
予
定
）

　
　
　
　
お
い
で
や
す
小
田

　
　
　
　
怪
奇
！
Ｙ
ｅ
ｓ
ど
ん
ぐ
り
Ｒ
Ｐ
Ｇ

　
　
　
　
小
島
よ
し
お

　
　
　
　
三
拍
子

　
　
　
　
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
３
号

　
　
　
　
ト
ム
・
ブ
ラ
ウ
ン

　
　
　
　
パ
ニ
ー
ニ

　
　
　
　
み
ん
な
の
た
か
み
ち

番
組
M
C　
た
ま
兄

入
場
料　
無
料

※�

事
前
に
N
H
K
サ
イ
ト
か
ら
観
覧
申
込
が

必
要
で
す
。

　
詳
細
は
N
H
K
徳
島
放
送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主

催　
N
H
K
徳
島
放
送
局
、
藍
住
町

問
合
せ　

�

N
H
K
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
四
国
支
社

　
　
　
　
　
（
☎
０
８
９・９
２
１・１
１
８
１
）

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

※�

小
学
生
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

【
開
催
決
定
】（
仮
称
）藤
巻
亮
太

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

２
０
２
２

日

時　
２
月
19
日（
日
）

場

所　
大
ホ
ー
ル

出

演　
藤
巻
亮
太

発
売
日　
11
月
下
旬
頃
販
売
開
始
予
定

※�

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

電子
チケット

電子
チケット

電子
チケット
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 1010月

届出

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼�ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。（
短
歌
は
３
・
６
・
９
・
12
月
、
俳
句
は
上
記
以
外
の
月
）

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
ハ
ガ
キ
に
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
政
策
推
進
室

集
落
に
ひ
び
く
潮
騒
石つ

わ蕗
の
花　
　
　
　
　
　
　

  

出
見　

啓
子

小こ

春は
る

日び

や
素
直
に
受
け
る
誉ほ

め
こ
と
ば　
　
　
　

  
高
塚　

梨
花

蚯み
み
ず蚓
鳴
く
す
る
べ
き
こ
と
と
し
た
い
こ
と　
　
　

  
青
木　

秀
明

台
本
に
ル
ビ
ふ
る
ベ
ン
チ
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　

  

伊
藤
た
つ
お

空
襲
を
忘
れ
ら
れ
な
い
秋
夕
焼
け　
　
　
　
　
　

  

福
井
美
代
子

山
下
る
牛
声
太
き
暮
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

吉
田　

善
子

と
き
め
き
は
ど
こ
へ
行
っ
た
か
青あ
お

檸れ
も
ん檬　
　
　
　

  

飯
田
ひ
と
み

ひ
と
つ
ず
つ
山
は
茜
に
酔す
い

芙ふ

蓉よ
う　
　
　
　
　
　
　

  

吉
田　

京
湖

梨
食は

み
て
風
の
音
聞
く
雨
戸
閉
め　
　
　
　
　
　

  

坪
平　

洋
子

こ
ほ
ろ
ぎ
の
夜
の
宴う
た
げや
焼
酎
を　
　
　
　
　
　
　

  

久
次
米
守
夫

五味　　靖　選

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
藍 住 町 青 少 年 相 談 室
藍 住 町こども家庭支援室

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

藤　本　幸　晴（ゆきはる） 男 康 晴・景 子 乙瀬字乾
早　雲　稀　咲（き さ） 女 祐 太・祐 華 矢上字安任
保　住　咲　那（さ な） 女 元 紀・真 弓 住吉字江端
柏　原　一　慶（かずちか） 男 康 宏・紗弥香 富吉字須崎
井　上　聖　菜（せ な） 女 絢大郎・実 沙 奥野字原
田　中　　　凜（り ん） 女 佳 孝・ 梓 矢上字安任
松　原　瑚太郎（こたろう） 男 万 里・美 里 矢上字原
中　野　琉　稀（る き） 男 　 愛 姫 東中富字西安永
大　和　由　依（ゆ い） 女 裕 一・梨 愛 奥野字原
沼　田　梨　瑚（り こ） 女 康 貴・実 香 奥野字原
佐　藤　澄　依（す い） 男 優 ・茉 未 住吉字江端
喜　田　侑衣花（ゆいか） 女 晋太朗・千 紗 勝瑞字西勝地
笠　井　湊　斗（みなと） 男 孝 浩・聡 美 勝瑞字正喜地
佐　伯　奏　多（かなた） 男 正 宏・麻衣子 住吉字逆藤
田　口　虎　輝（と き） 男 拓 寿・沙 貴 富吉字穂実
喜　来　絢　心（けんしん） 男 紘 樹・祐 美 矢上字北分
住　友　海　斗（かいと） 男 秀 樹・晶 陽 矢上字西
岡　　　　凛 （り ん） 女 蒼 太・ 涼 奥野字原
松　本　衣　叶（い と） 女 祥太郎・ひ な 東中富字西傍示
矢　野　陽　悠（はるちか） 男 健太郎・ 唯 奥野字原

（氏 名） （年 齢） （住  所）

西　條　チヨ子 94歳 東中富字長江傍示
三　木　茂　樹 72歳 矢上字安任
柴　田　明　男 91歳 勝瑞字幸島
岩　田　敏　子 82歳 富吉字須崎

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送
れるよう健康チェックや健康体操等を各地
域で開催します。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

11月16日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
フレイルチェック

11月16日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操

11月18日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
脳若トレーニング

11月21日 月 午後１時30分～３時 住吉老人憩の家 健康チェック
フレイルチェック

11月28日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
フレイルチェック

11月28日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
脳若トレーニング

12月５日 月 午前10時～11時30分 あいずみ藍工房 健康チェック
健康体操

12月６日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
脳若トレーニング

12月７日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
フレイルチェック

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：�健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、レクリエー

ション等を行っております。

問    社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内
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増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
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防災行政無線
テレフォンサービス

放送内容を聞き逃したときなどは… 　この番号に電話をかけることで、放送内容を確認
することができます。
※藍メールやYahoo! 防災速報、町ホームページで
　も確認できます。0120・49・3717

す　ぐ み な ひな ん

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

じ　　び　いん こう　か

診療時間

8:45～13:00

14:30～18:00
14:00
↓
14:45

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる
西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 ☜検索

藍住町歴史館「藍の館」藍住町歴史館「藍の館」
リニューアルオープン!!リニューアルオープン!!

　昨年から改装工事のため閉館していた
「藍の館」をリニューアルオープンしまし
た。
新しくなった藍の館を見に行こう！

★リニューアルオープン記念★リニューアルオープン記念
　先着3,000人を対象にハンカチの藍染体
験無料＋入館料無料実施中
　※定員に達し次第終了となります。
営業時間　午前９時～午後5時
定　休　日　火曜日
　　　　　�（火曜日が祝日の場合は、翌日

休館）

問  藍住町歴史館「藍の館」
　  （☎692・6317）

秋のバラが見頃を迎えています
　秋のバラは、香りが豊かで色鮮やかな
花を咲かせます。バラの香りには、心を
落ち着かせる効果があります。秋のゆっ
たりとしたひとときを、ぜひバラ園でお
過ごしください。
見頃期間　11月中旬～下旬
開園時間　午前８時～午後５時
入　園　料　無料
問  産業支援室（☎637・3120）
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